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磯

谷

ヘ

バ

ス

開

通

長
年
の
念
願
で
あ

っ
た
磯
谷
ま
で
の
バ

ス
が
六
月
一
日
開
通

し
ま
し
た
。

役
場
前
を
八
時
三

十
分
に
出
発
し
た

ご
番
バ
ス
″
が
到
着

す
る
と
鼓
笛
隊
拍
手

で
迎
え
、
記
念
式
で

は
運
転
手
、
車
掌
に

花
束
を
贈
り
歓
迎
し

ま
し
た
。



参
議
院
議
員
選
挙
の
投
票
日
は

七
月
七
日
（
日
）
で
す

来

る
七
月
七
日
（

日
）
参
議
院
議
員

通
常
選
挙

が
行

な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ

は
今
年
七
月
七

日
任
期

満
了

に
よ
り
六
月
十
四
日
公
示

、
第
十

回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

と
し

て
行
な

わ
れ

る
も
の
で
全
国
区
（

全
国
選
出

）

地
方
区

（
青
森
県
選
出

）
の
議
員
を
選

挙
す
る
た
め
に
行
な
わ
れ
ま
す
。
「
私

達
、
国
民
の
真
の
代
表
者
は
」
、
私
達

の
た
い
せ
つ
な
一
票
で
政
治
が
行
な
わ

れ
ま
す
。
自
分
の
意
志
で
き
れ
い
な
選

挙
を
し
ま
し
ょ
う
。

一
人
で
も
多
く
の
人
が
投
票
で
き
る

よ
う
に
「
不
在
者
投
票
制
度
」
が
あ
る

こ
と
は
、
ご
存
知
の
は
ず
で
す
。
出
か

せ
ぎ
や
旅
行
な
ど
で
投
票
日
に
不
在
に

な
る
方
は
、
必
ず
不
在
者
投
票
を
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は

選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

・

不

在

者

投

票

場

所

佐

井

村

役

場

（
窓

口
）

○
各
投
票
所
、
投
票
時
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

野

平

牛

滝

福

浦

長

後

磯

谷

矢

越

川

目

原

田

古

佐

井

大

佐

井

投
票
所
名

婦

人

ホ

ー

ム

多 夕 夕

磯

山

寺

青

年

会

舘

々

集

会

所

保

育

所

旧

漁

組

事

務
所

投

票

場

所

ク ク 夕

午
前
六
時
～
午
後
五
時

々 夕 夕 ク 多

午
前
六
時
～

午
後
七
時

投

票

時

間

○
開
票
場
所
、
開
票
時
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

振
興
セ
ン
タ
ー
総
合
研
修
室

開

票

．
場

所

午
後
八
時

開

票

時

間

「正しい投票
明るい国驚
禎範選挙は

我；家から」



良
犬
、
悪
犬
は
人
間
次
第

あ
な
た
は
犬
を
飼
う
資
格
が

あ
り
ま
す
か
？

犬
は
忠

実
が
服
従
の
代
名
詞
の
よ
う

に
思

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
無
責
任
な
飼

い
方

を
さ
れ
る
と
、
他
人

に
迷
惑
を
か

け
た
り
、
危
害
を
加
え

る
よ
う

に
な
り

ま
す
。

飼
い
主

に
か
み
つ

い
た
と

い
う
の
は

ま
だ
あ
い
き
ょ
う
が
あ
り
ま
す
が
、
他

人
が
近
所
の
飼

い
犬
に
か
ま
れ
た
と
な

れ
ば
大
事
件
で
す
。
こ
こ
で
も
う
一
度

犬
を

飼
う
こ
と
に
つ

い
て
考
え

て
み
ま

悪

名
を

つ
け
ら
れ
た
野
犬
も
、
も
と

を

た
だ
せ
ば
人
間
に
捨
て
ら
れ
た
の
が

始

ま
り
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
結
局

は
人
間

が
悪

い
の
で
す
。

犬

は
デ
リ
ヶ
Ｉ
ト

な
感
情
を
持
っ
た

生

き
物
で

あ
り
、
大
小
便
も
す
れ
ば
運

動
も

必
要
で
す

。

だ

か
ら

、
次

の
こ
と
が
出

来
な
い
人

に
飼

わ
れ

る
犬

は
不

幸
だ
し
、
こ
れ
を

守
れ

な
い
人

は
、
犬
を

飼
う
の
は
や
め

る
べ
き
で
し

ょ
う

。

日

少
な
く

と
も
朝
夕
二
梱

は
、
小
型

犬

で
も
二

十
分
ぐ
ら

い
づ
つ
引
き
運

動

が
必
要

で
す
。
め
ん

ど
う
だ
か
ら

と
い
っ
て
、

ク
サ
リ
を
は
ず
し
て
外

へ
出
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
野
性
に

も

ど
っ

て
集
団

で
畑
や
苗
代

を
荒
し

た
り
、
果

て
は
咬
傷
事

件
を

起
こ
す

な

ど
に
つ
な

が
り
ま
す
。

口

大
型
犬

の
運
動
要
求
を
満

た
し
て

や

る
の
は
大

変
な

こ
と
で
す
。
で
き

れ

ば
一
般
家
庭
で

愛
玩
用

と
し
て
大

型
犬
を
飼
う

の
は

管
理

に
無
理
が
あ

り
ま
す

か
ら

あ
き
ら
め
る
べ
き
で
し

よ
う
。
秋
田
犬
や

セ
パ
ー
ド
な
ど
大

型
犬
に
よ

る
事
故

が
多

い
の
は
、
ほ

と
ん

ど

”
欲
求
不

憊

か
ら
く
る
も

の
で
す

。

目

散
歩
中

の
フ
ン

の
処
理

は
飼
い
主

の
責
任
で
す

。
後
始
末
を

キ
チ

ン
と

し
ま
し

ょ
う

。

四

生
後
九
十
日
以
上
の
犬
は

毎
年

一

回
登
録
し
、
春
秋
二

回
狂
犬

病
の
予

防
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う

。

㈲

犬
を
捨
て
な

い
こ
と

。
一
匹
捨

て

る
と
一
年
後

に
は
十
匹

の
野
犬

と
な

り
ま
す
。
飼
え
な
く
な

っ
た
犬
や
不

用
犬
が
あ
り
ま
し
た
ら
民
生
相

談
課

へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

㈹

苦
情
を
持
ち
こ

ま
れ

る
と
逆
に
腹

を
立
て

る
飼

い
主

が
い
ま
す

。
人

に

迷
惑
を
か
け
た
り
、

い
や
な
思

い
を

さ
せ
な

い
で
飼
う

の
が

前
提

で
あ
り
、

当
り
前
だ
と
考
え

ま
す

。

㈹

人
に
か
み
つ
ぃ
た
ら
す
ぐ
民
生
相

談
課
へ
届
け
被
害
者
の
傷
の
手
当
は

専
門
医
に
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

か
み
つ
ぃ
た
犬
は
少
な
く
と
も
二
週

間
は
安
全
な
場
所
へ
つ
な
い
で
お
く

こ
と
で
す
。
二
回
以
上
人
に
か
み
つ

い
た
前
科
の
あ
る
犬
は
、
か
み
く
せ

が
つ
ぃ
た
不
良
犬
と
し
て

”処
忿

の
対
象
に
な
っ
て
も
当
然
と
思
う
心

構
え
を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。

尚
、
民
生
相
談
課
で
は
毎
日
、
放
し

飼
い
の
犬
を
不
良
犬
と
し
て
処
分
い
た

し
ま
す
か
ら
、
飼
い
犬
は
ク
サ
リ
等
で

つ
な
い
で
お
い
て
く
だ
さ
い
。

保

健

婦

だ

よ

り

食
中
毒
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う

こ
れ
か
ら
は
、
気
温
、
湿
度
と
も
、

ぐ
ん
ぐ
ん
上
が
り
始
め
ま
す
。

こ
の
季
節
は
食
品
を
く
さ
ら
せ
る
細

菌
や
、
赤
痢
な
ど
伝
染
病
原
菌
が
繁
殖

す
る
の
に
最
も
よ
い
条
件
と
な
り
ま
す

か
ら
、
よ
ほ
ど
念
入
り
に
食
品
を
取
り

扱
わ
な
い
と
食
中
毒
を
起
こ
す
こ
と
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

で
は
、
食
中
毒
発
生
菌
に
は
ど
ん
な

も
の
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
一
般
的
な

も
の
と
し
て
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
（
ね
ず
み

な
ど
動
物
の
糞
便
の
付
着
、
ご
き
ぶ
り

が
原
因
）
ブ
ド
ー
球
菌
（
手
指
の
傷
の

化
の
う
菌
、
鼻
汁
の
付
着
な
ど
が
原
因

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
菌
（
生
食
の
魚
な
ど
が

原
因
）
ｙ

瓦
げ
ら
れ
、
こ
の
ほ
か
季
節

に
関
係
な
く
発
生
す
る
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌

（
い
ず
し
な
ど
が
原
因
）
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

例
年
、
青
森
県
で
は
十
～
十
五
件
の

食
中
毒
が
起
き
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う

ち
約
半
分
が
細
菌
に
よ
る
も
の
で
す
。

最
も
多
く
発
生
し
て
い
る
の
が
一
般
家

庭
で
全
体
の
約
七
〇
％
も
占
め
て
い
ま

す
。
特
に
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
は
、
日
本
で

は
昭
和
二
十
年
以
降
に
研
究
注
目
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ボ
ツ
リ
ヌ
ス

菌
食
中
毒
は
不
衛
生
な
環
境
で
「
ま
す
」

や
「
に
し
ん
」
の
「
い
ず
し
」
を
つ
く

る
た
め
に
起
こ
る
例
が
多
く
、
本
県
で

は
昭
和
二
十
五
年
発
生
以
来
昭
和
四
十

五
年
ま
で
に
八
件
発
生
し
、
死
者
十
三

人
を
出
し
て
い
る
極
め
て
危
険
な
食
中

毒
で
す
。

こ
れ
ら
の
食
中
毒
を
防
ぐ
に
は
、
つ

ぎ
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
食
品
は
、
必
ず
加
熱
す
る
こ
と
。

二
、
な
ま
も
の
は
で
き
る
だ
け
食
べ
な

い
よ
う
に
し
、
食
べ
る
と
き
は
、

調
理
後
早
め
に
食
べ
る
こ
と
。

三
、
食
品
の
保
存
は
、
冷
蔵
保
存
を
す

る
こ
と
。
食
品
に
つ
い
た
細
菌
は

冷
蔵
庫
に
入
れ
て
も
死
に
ま
せ
ん
。

必
ず
衛
生
的
に
処
理
し
て
か
ら
冷

蔵
保
存
す
る
こ
と
。

四
、
食
事
前
、
調
理
前
、
用
便
後
は
、

必
ず
手
洗
い
を
す
る
こ
と
。

五
、
ふ
き
ん
、
ま
な
板
、
ほ
う
ち
ょ
う

な
ど
調
理
器
具
は
、
熱
湯
な
ど
で

消
毒
し
、
日
光
で
乾
燥
す
る
よ
う

に
す
る
こ
と
。

六
、
ね
ず
み
・
ご
き
ぶ
り
な
ど
の
発
生

の
防
止
と
駆
除
を
行
な
い
こ
と
。

七
、
旅
行
な
ど
で
長
時
間
、
食
品
を
携

行
す
る
こ
と
は
、
で
き
る
だ
け
避

け
る
こ
と
。

電

話

局

か

ら

お

し

ら

せ

と

お

ね

が

い

◇

佐
井
局
の
ダ
イ
ヤ
ル
電
話
へ
の
切

替
え
工
事
は
、
み
な
さ
ま
の
ご
協
力

の
も
と
に
着
々
と
進
ん
で
お
り
、
今

秋
サ
ー
ビ
ス
開
始
の
予
定
で
す
。

◇

現
在
ご
使
用
の
電
話
機
の
ほ
か
に

ダ
イ
ヤ
ル
式
の
電
話
機
を
七
月
ご
ろ

か
ら
逐
次
取
り
付
け
ま
す
。
サ
ー
ビ

ス
開
始
ま
で
は
使
用
で
き
な
い
も
の

で
す
の
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。な

お
、
古
い
電
話
機
は
ダ
イ
ヤ
ル

電
話
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
後
撤

去
い
た
し
ま
す
。

◇

電
話
局
の
指
定
業
者
を
よ
そ
お
い

電
話
機
の
コ
ー
ド
や
置
台
を
高
値
で

売
り
歩
く
業
者
が
あ
り
ま
す
。
買
う

前
に
一
応
局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇

電
話
の
移
転
工
事
に
つ
い
て

現
在
お
持
ち
の
電
話
の
移
転
工
事

等
は
、
切
替
え
工
事
の
関
係
か
ら
九



月
以
降
サ

ー
ビ
ス
開
始

ま
で

は
応
じ

か
ね
ま
す
。
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
協
力
く
だ

さ
る
よ
う

お
ね

が

い
い
た
し
ま
す

。

◇

電
話
番
号
が
変
り
ま
す

ダ
イ
ヤ
ル
電
話

に
な

る
と
現
在

の

電
話
番
号
は
全
部
四
ケ

タ
の
番
号

に

な
り
、
現
在
の
番
号
は

変
り
ま
す
。

新
し

い
電
話
番
号
は
八
月
ご
ろ
お
知

ら
せ
で
き
る
予
定
で
す

。

○

問

い
合

わ
せ
は

む
つ
電
報
電
話
局
営
業
課

電
話

む
つ
局
ニ

ー
ニ

○
○
○

保

母

さ

ん

と

し

て

こ

れ

か

ら

働

き

た

い

方

へ

児

童
福
祉
施
設
（

保
育
所
等
）
の
保

母

さ
ん

と
し

て
働
く
ご
意
志
の
あ
る
方

は
、
役
場
へ

登
録

し
て
く
だ
さ

い
。

勤
務
先

保
育
所
な
ど
の
児
童
福
祉

施
設

資

格

山

保
母
の
資
格
を
有
す

る
者

閙

保
母

資
格
は
な
い
が

将
来
資
格
取
得
を
希

望
す
る
者

職

種

剛

正

規
の
常
勤
保
母

②

非
常
勤
の
保
母

闥

産
休
代
替
保
母

㈲

年
休
代
替
保
母

㈲

そ
の
他
こ
れ
に
準
ず

る
保
母

民
生
相
談
課

住
民
係

昭

和

四

十

九

年

度

地

籍

調

査

事

業

昭
和
四
十
九
年

度
に
実
施
す
る
地
籍

調
査
事
業

の
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

調
査
を
す

る
区
域

は
字
湯

ノ
川

越
（

一
部

）
、
磯

谷
、
長
後

、
長
後
川

目
、

穴
間
、
長
浜

、
喜
平

治
山
（

一
部
）
の

七
字
で
、
面
積

は
約
ご
丁

四

七
平

方
キ

ロ

メ
ー
ト
ル
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

四
月
一
日

、
二
日

に
磯
谷
、
長
後
部

落
で
説
明
会
を
開

い
て
い
ま
す
が
、
本

年
度
の
地
籍
調
査
事
業

の
特
色
と
し
て

は
、
飛
行
機
を
用

い
た
測
量

方
法

で
あ

る
と

い
う
こ

と
で
す

。
調
査
を
受

け
る

方
は
、
空
中
写
真

の
撮
影

に
支
障

の
な

い
よ
う
に
、
境
界
点

の
周
囲

、
点

間
の

草
木
類
の
伐
除
を
徹
底
し

て
い
た

だ
き

た

い
と
思

い
ま
す

。
一
筆
調
査

の
予

定

は
、
四

月
中
旬
か
ら
六
月
下

旬

と
し
て

い
ま
す
。
毎
年
広
報
で

お
ね

が
い
し

て

い
ま
す
が
、
図
根
点
、
対
空
標
識

な
ど

を
絶
対
移
動

さ
せ
な

い
よ
う

に
し

て
く

だ
さ

い
。
調
査
前

に
土
地
の
所
有
者
間

で
確
定
し
た
境
界
点
に
調
査
く

い
を
設

置
し
て
く
だ

さ
い
。
調
査
の
通
知

は
事

前
に
し
ま
す
が
、
日
時
の
変
更
を

の
ぞ

ま
れ
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
係
へ
ご

連

絡
く
だ
さ

い
。

な
お
、
五
十
年
度
は
福
浦
か
ら
野
平

ま
で
事
業
を
進
め
る
計
画
で
す
。

地
籍
調
査
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
気

軽
に
ど
う
ぞ産

業
経
済
課

国
土
調
査
係

戸

籍

の

窓

口

六
月
三
日
現
在

○

お
誕
生
お
め
で
と
う

宮

木

葉

子
（
和
夫
）
大
佐
井

松

沢

さ
お
り
（
武
美
）
原

田

滝

本

志

乃
（
清
昭
）
長

後

川

原

由
香
里
（
道
孝
）
古
佐
井

舘

脇

美
穂
子
（
和
男
）
矢

越

奥

本

治

彦

三

次
）
大
佐
井

○

ご
結
婚
お
め
で
と
う

半

戸

正

三
（
津
南
町
）

（
池

田

信

子
（
長

後
）

能

登

義

彦
（
古
佐
井
）

（
佐
゛
木

秋

子
（
河
辺
町
゛

坂

井

義

春
（
福

浦
）

（
野

村

文

子

薐

室
市
）

内

田

弘

治
（
古
佐
井
）

（
高

橋

福

子
（
松
前
町
）

坪

谷

吉

則
（
川

目
）

（
佐
゛
木

徳

子

蓊

峰
町
）

久
下
谷

詳

一
（
諏
訪
町
）

（
佐
’
藤

花

子
（
原

田
）

二

唐

修
（
む
っ
市
）

（
竹

内

敏

江

箏

滝
）

三

戸

斗

武
（
大
佐
井
）

（
工

藤

厚

子
（
む
っ
市
）

野

澤

信

三
（
原

田
）

（
後

藤

百
合
子
（
富
士
宮
市
）

坪

谷

睦

美
（
川

目
）

（
佐
゛
木

季

子
（
む
っ
市
）

長

沼

千

尋
（
境

町
）

（
松

澤

゛
゛
子

原^

田
）

松

本

一

義
（
原

田
）

（
若

山

十
糸
子
（
大
間
町
）

高

野

康

憲

示

国
町
）

（
宮

田

つ
き
子
（
原

田
）

横

浜

隆
（
磯

部
）

（
大

川

゛
リ
子
（
青
森
市
）

近

藤

正

男
（
市
形
原
町
）

（
木

下

ひ
と
み
（
長

後
）

久

代

信

夫
（
鞍
手
町
）

（
若

山

優

子
（
古
佐
井
）

○

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

奥

本

正

一
（
エ
イ
）
古
佐
井

石

田

弘

照
（
ス
イ
）
大
佐
井

中

村

ま

っ
（
虎
男
）
大
佐
井

村

政

の

窓

口

四
月
三
十
日

保
母
採
用
試
験

五
月

四
日

臨
時
議
会

七
日

保
健
協
力
員
研
修
会

九
日

行
政
連
絡
員
、
補
助

員
、
保
健
協
力
員
合

同
会
議

十
三
日

「
村
を
き
れ
い
に
す

る
運
動
」

一
て

し
日

観
光
対
策
と
自
然
保

謾
懇
談
会

六
月

二
日

佐
井
中
運
動
会

五
日

佐
井
小
百
周
年
記
念

大
運
動
会

十
三
日

身
障
者
体
育
大
会

十
四
日

第
十
回
参
議
院
議
員

選
挙
公
示

こ

よ

み

と

行

事

六
月
二
十
一
日

夏

至

七
月

二
日

半
夏
至

七
日

第
十
回
参
議
院
議

院
選
挙
投
票
日

七
夕

献
血
の
日
程

六
月
二
十
四
日

佐
井
村
商
工
会
舘
前

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

午
後
三
時
三
十
分
ま
で

佐
井
営
林
署
前

午
後
三
時
四
十
分
か
ら

午
後
五
時
十
分
ま
で

六
月
二
十
五
日

大
瀬
戸
駐
車
場
前

午
前
九
時
か
ら

午
前
十
時
三
十
分
ま
で

セ
ン
タ
ー
前

午
前
十
時
四
十
分
か
ら

正
午
ま
で


	第110号
	磯谷へバス開通
	戸籍の窓口

